
< 成果を高めるために・・・ >

～管内各小中学校の取組からみえること～

(方針２の細則)の２点です。この他については，昨

年度と変わりません。

同一市町村勤務１５年も従来どおり旧市町村を

単位とします。永年勤続解消については，同一校７

年も含め，これまでほぼ順調に実施されています。

「他地域勤務」並びに「へき地勤務」の趣旨や考

え方については，十分周知されているところです

が，未解消の教職員の方には細則に示された年齢

に概ね達するまでに着手及び完了していただきま

す。

なお，「他地域勤務」「へき地勤務」等の細則解

消状況については，昨年度までのところで一人一

人の解消状況が確認され，確定していますので，本

年度の異動調査書の記入にあたっては，昨年度の

調査書をもとに点検確認をしていただきたいと思

います。

この方針細則は，全教職員誰もが互いに遵守し

なければなりません。人事の公平性を確保する上

からも細則解消については，厳正に実施していき

たいと考えています。

３ 個々の赴任計画の尊重
「複式教育に携わってみたい」｢大規模校での

勤務を経験してみたい」等々，人事異動は，個々

の教職としての在り方，生き方にも係わる事柄で

す。校種や規模，地域性等の異なる学校での多様

な勤務経験の積み上げは，教職員としての資質・

能力の向上と密接に関連しています。それだけ

に，中長期的な見通しをもち，自らの成長を促す

適切な赴任計画を立てることが望まれます。

管理職には，教職員を育てるという観点から，

教職員一人一人のライフステージに応じた的確な

指導をお願いしたいと思います。

人事交流を積極的に実施し，学校教育の活性化，

教職員の活性化（資質の向上）につながる人事異動

を実施していきます。
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教職員の人事異動の目的は，学校の教育活動を

清新活発にし，本県教育の進展に資することにあ

ります。出雲教育事務所においても，平成２３年度

の人事異動方針と同細則に基づいて，以下の３点

を基本方針に，広域の視野に立ち，学校教育の活性

化をめざし，有効かつ円滑な人事異動を実施しま

す。

１ 学校経営構想と各市町の教育構想を尊重

した広域人事の実施
島根県教育の基本理念は，「生きる喜び，学ぶ楽

しさを通して，一人一人の可能性を開花させ，社会

の一員として自立して生きていくことができる子

どもを学校，家庭，社会が連携して育む」ことです。

この理念を踏まえ，管内の５市町では，それぞれの

教育構想に基づき，特色ある教育施策の展開がな

されています。管内の人事交流を広域化し，各市町

の教育構想を尊重した学校教育の活性化をめざし

たいと考えています。

年度当初の学校訪問の際に，自校の学校経営構

想に基づく教職員人事配置計画を求めました。そ

れぞれの学校の中長期的な展望に立った学校運営

とそれに伴う人事配置計画を重視し，各校のめざ

す教育構想の実現に寄与する人事異動にしていく

考えです。

また現在，広範囲にわたる転補異動や隣接市町

の人事交流を実施しています。広域人事交流の実

施は教育の機会均等と教育水準の維持・向上に必

要であり，教育活動の刷新充実の上からも積極的

に進めていきたいと思います。

２ 人事異動細則の遵守
本年度の人事異動方針細則の変更点は，石見・隠

岐地域限定採用の教職員の生活の本拠地の取扱い

(定義)が追加されたことと県教育委員会指定の人

事異動上のへき地学校の新たな追加とその取扱い

※「管内の教育」は島根県教育庁 出雲教育事務所ホームページにカラーで掲載されています。

管内各小中学校ではふるまい向上について，活動内容にも，連携にも広がりのある取組がなされ

ています。それは，ふるまい向上の成果を高める要件が意識されたものでした。

< 各学校の取組例 >

□公民館や老人クラブと話し合い，地域で育てる

子どもの姿のキーワードを「挨拶，ふるさと，

たくましさ」に決定した。

□幼保小中で策定している「キラリ子育てプログ

ラム」を活かす。

□「ふるまい10か条」や「当たり前10か条」を作

成した。

□「ふるまい向上」を道徳教育に重ねて取り組

む。        

□「中学校区一斉」や「全保護者と教員」で挨拶

運動に取り組む。 
□町内の全小中学校全体で，標語募集とポスター

作成に取り組み，全家庭に配布する。 
□幼小中と家庭が連携し，「○○っ子ウィーク」

に取り組む。 
□生徒会独自で守るべきルールを作り，自主的な

活動を進める。 
□「ふるまい10か条」から生活目標を決め指導に

当たる。 

 各学校におかれましては 

  ■ ふるまい向上の取組を，学校経営にどのように活かし展開していくか。 

を考慮していただき，より一層ふるまい向上の取組が充実したものになりますようお願いいたします。                        

< 要件 > 

「
し
ま
ね
数
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
問
題
・
解
答
用
紙
・
解
答
例
は
，
「
島
根
県
教
育
用

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
公
開
し
て
あ
り
ま
す
。 

学
校
の
参
照
者
用
ユ
ー
ザ
ー

ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
後
，
「
数
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

表1 平成22年度「しまね数リンピック」参加者数 

質 問 1　 「難 し い 問 題 を 解 くこ と に チ ャ レ ン ジ し て ， 楽 しか っ た で す か 。 」

5 4
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4 0

2 0 4

3 1

0

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 %

中 学 校
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楽 し か っ た ま あ ま あ 楽 し か っ た あ ま り 楽 し くな か っ た 楽 しく な か っ た

質 問 2　 「来 年 も 参 加 し た い と 思 い ま す か 。」
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図2 アンケート結果（質問2） 

図1 アンケート結果（質問1） 

 10月31日（日）に，平成22年度「し

まね数リンピック」を開催しました。2

回目の開催となる今年度は，出雲教育事

務所管内では，新たに雲南合同庁舎を会

場に加え，出雲合同庁舎と併せて2会場

で実施しました。おかげをもちまして，

今年度は昨年度（101人）を上回る185

人の参加者がありました（表1）。  

 実施後のアンケート結果（図1，図2）

から，参加した児童生徒の多くが，思考

力・判断力・表現力等を駆使して解決す

るような問題にチャレンジすることを，

「楽しい」と感じ，そのような機会を求

めていることがわかります。このような

機会を提供していくことの大切さを感じ

ています。  

 各学校においても，それぞれの特色を

生かした取組の可能性をお考えいただく

とともに，日頃の授業の中で，児童生徒

が「算数・数学って楽しいな。」と感じ

られるように，思考力・判断力・表現力

等を駆使して課題を解決するような場面

を計画的に組み込んでいただくことを期

待します。  

 ■ 共有：ふるまい向上で育てたい児童生徒像を，学校・家庭・地域で共有すること 

 ■ よさ：児童生徒のよさや伸ばしたい点を踏まえながら取組の柱を定めること             

  ■ 継続：学校だけでなく家庭や地域など多くの人々と一緒になって，継続的に取り組 

           むこと 

  小学校 中学校 
計 個人 ペア 計 個人 ペア 計 

出雲会場 28人 45人 73人 15人 70人 85人 158人 

雲南会場 6人 8人 14人 3人 10人 13人 27人 

計 34人 53人 87人 18人 80人 98人 185人 



   雲南市 ふるさと教育の取組 
～地域の教育力を育てる『夢』発見ウィークメッセージカード～  

ふるさと教育の推進  － 第Ⅲ期へ向けて ： 管内派遣社会教育主事だより－ 

【炉つくり】 【本操業】 

【古墳】 【たたら操業跡】 

奥出雲町 ふるさと教育の取組  

 本県において，平成１７年度から実施されてきた「ふるさと教育推進事業」は，今年度でⅠ・Ⅱ期６年が終了します。 

   これまでの成果として、次のようなことが挙げられます。 

  ・「学社連携・融合」の意義や効果について、学校、市町教育委員会、地域住民など幅広い関係者の理解が深まった。 

  ・学校では、地域の教育資源を生かした特色ある教育活動が展開され、児童生徒が意欲的に学習に取り組む姿が見られるようになった。 

  ・地域では、学校を身近に感じ、より多くの人々が学校にかかわるようになった。 

  ・市町においては、独自の「ふるさと教育フェスティバル」を開催したり、学校においては、学習発表会等で「ふるさと教育」の実践を   

  発表したりする取組が見られるようになった。 

   平成２３年度から、「ふるさと教育推進事業」は、第Ⅲ期に移行します。様々な事情から、事業費の規模は縮小しますが、決してこれ

は、ふるさと教育が終息の方向に向かうことを意味するものではありません。ふるさと教育の理念は不変であり、島根の特色を生かした教

育として、今後ますます重要性を増していくものと考えられます。 

これまでの成果をふまえ，各地域で学校教育を末永く支援していく体制づく

りが必要です。 

今後の取組として求められることは，次のようなことです。 

① 全教育活動を通した「ふるさと教育」の推進 

② 地域の人材発掘と「子どもの教育は地域の大人の役割」という意識の醸成 

③ 「ふるさと教育」，「学校支援地域本部事業」，「放課後子どもプラン」

等の事業間の連携・融合 

④ 「ふるさと教育」を基盤とした市町の教育体制づくり 

   ふるさと教育を充実・発展させ，恒久的な学校支援の体制をつくっていくた

め，今こそ私たちの工夫と努力が求められています。  

☆「たたら体験活動」 
 特 色・・・町内１１校のすべての小学校の６年生１４２名が鳥   

  上の「たたら体験工房」に集まり，国選定保存技術者    

  木原明村下
む ら げ

さんの指導のもと「事前学習」「炉つく 

  り」「かんな流し」「本操業」の体験を行っていま 

  す。 
 ねらい・・・ミニたたら操業をとおして，村下さんをはじめたたら 

  にかかわる人の真心をこめて仕事に打ち込む大切さや 

  誠実さ並びにものづくりのすごさを感じとる。         

☆夏休み「地域めぐり研修会」 
  教師自らがふるさとを知るために，郡社会科部会と教育委員会が連 

  携して夏休みにバス１台で町内６箇所の遺跡巡りを行いました。  

    あいにくの天気にも拘わらず２３名の先生方の参加があり，三澤城 

  跡，常楽寺古墳，かんな流し跡，たたら操業跡等を見学しました。 

  身近な所に遺跡があっても知らない事が多く参加者からも好評を 

       得ることができ大変有意義な研修となりました。  

☆奥出雲町ふるさと教育フェスティバル 
 □日 時 平成２２年１２月１２日（日） 
 □会 場 カルチャープラザ仁多 
   今年度はステージ発表の後，表現力を養うために「たたら」を 

      テーマにパネルディスカッションを行う予定です。   

  飯南町 ふるさと教育の取組 
   ～パネル巡回展示 ‶ 温故知新 ″～ 

ふるさと教育の取組をまとめたパネ

ルを，６つの小中学校と５つの公民館

に作成してもらっています。どれも見

ごたえのあるパネルに仕上げられてい

て，受け取った時はしばらく見入って

しまいます。作成をお願いして今年で

３年目になりますが，年々凝ったもの

になってきて，今年は目の錯覚を利用

した，３Ｄ風のものまで登場しまし

た。 

（写真では伝わりにくいですが ⇒）  

作成してもらったパネルは，病院

や宿泊・休憩施設など，町内５ヶ所

の事業所で巡回展示します。町民の

皆さんにじっくり見てもらいたいの

で，２～３枚ずつローテーションさ

せながら５週間かけて展示します。

１週間ごとにローテーションさせる

のは結構大変ですが，学校や公民館

のふるさと教育を広く知ってもらう

ため，丹精込めて作成されたパネル

を有効活用するため，時間をやりく

りしながら回っています。 

昨年からは学校での展示も行っています。授業公開日や学習発表

会・文化祭など，保護者・地域の方が来校される機会をとらえて展示

してもらっています。公民館や他の学校の様子が興味深いのか，意外

と子ども達がじっと見ているといううれしい話も聞きました。 

  パネルは年度末に学校・公民館にお返ししています。ふるさと教育

の取組のダイジェスト版が，目に見える形として年々積み上がってい

くことにも意義を見い出しています。第Ⅱ期から第Ⅲ期への移行期の

今，これまでの積み上げから新しい何かが生み出されることを期待し

ています。  

 今年で3年目を迎える『夢』発見ウィーク（注１）に，今年度新しいメ

ニューが加わりました。「愛の子育てメッセージカード」です。 

 『夢』発見ウィークは「職場体験」ですが，別の意味で「社会体験」

であると言えます。日ごろ家庭で過ごし，学校で学習する生徒たちが，

学校や家庭を離れた社会という場で3日間の体験をします。これまで培っ

てきたあいさつや返事，お客様や職場の方とのコミュニケーション，さ

らに身だしなみや立ち居振る舞い等，すべてが「社会」という場で通じ

るのかどうか試す場であると考えられます。子どもによっては，普段元

気がよいのにお客様の前では声が出ないとか，逆に普段おとなしいのに

張り切って仕事をするということもあります。その職場での姿こそ今の

社会で生きる力の表れであり，その子どもたちの様子を学校や家庭に伝

え，そこでの指導や支援に活かしてもらおうというのが，このメッセー

ジカードです。 

 地域社会と学校と保護者を「子どもを育てる」という視点でつなごう

というこの取組を，今後も継続していきたいと考えています。 
（注１）『夢』発見ウィーク：雲南市で行われている中学校3年生を対象とした

職場体験学習です。7中学校が市内全域をステージに一斉に3日間の職

場体験を行います。 

消防署での日常訓練を体験  

中学生は年齢も近く，          

子どもたちにも大人気  


